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みなさまの熱い支援に心より感謝申しあげます 
〜あらたな闘いのスタートです〜 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 六ヶ所村長選挙を闘って     立候補者 山 田 清 彦 

 色々な経緯があったけれども、私が村長選挙に挑むと決めたことで、

多くの方から激励やカンパ等が寄せられたことに感謝しています。 

また、かつての同志にも事務的な作業等にもご協力いただいたこと

に、あらためて感謝申し上げたいと思います。 

 選挙の結果は、厳しく受け止めなければなりませんが、争点は再処理

工場ですから、日本原燃の進捗遅れを見るときに、こちらの訴えが実証

されていると実感しています。 

新型コロナ終息が見えてきたら日本原燃との直接交渉を行い「官民挙

げて動かす」再処理工場ストップを断固求めたいと思います。敵は大き

いが、皆さんと一緒に頑張る決意を込めてお礼の言葉とします。 
  

■ 今回（2022年）の選挙結果（投票率 60.05％） 

［当］戸田 衛  75歳（現）4,733票  ［落］山田 清彦 65歳（新）246票…獲得率 4.94％ 

■ 前回（2018年）の選挙結果（投票率 62.28％） 

［当］戸田 衛  71歳（現）5,021票  ［落］遠藤 順子 58歳（新）323票…獲得率 6.04％ 

 

お礼のごあいさつ 
山田きよひこ選対本部長 遠 藤 順 子 

ご支援・応援くださった県内外の個人、団体・組織の

皆さまに、この場をお借りしまして心より感謝申し上げ

ます。皆さまのご支援・応援により無事に選挙戦を終え

ることができました。選挙の結果は大変厳しいものであ

りましたが、今回の選挙では、六ヶ所村議会議員 18人全

員が現職側に付いて票の確保に奔走しており、そのよう

な中で 246票を獲得でき 

たことは、ある程度評価できると考 

えております。 

また、選挙戦を通じて青森県内の 

みでなく、全国の方々に再処理の問 

題点を知っていただくことができたこ 

とは大きな収穫であったと考えております。 

私たちは、今後も再処理の危険性などについて全国に

発信して参ります。今後とも何卒よろしくお願いいたし

ます。 

村の方々の気持ちが見えてきた選挙でした 
山田きよひこ選対事務局長 竹 浪  純  

六ヶ所村長選挙に協力してくださったすべての皆様に

心から感謝申し上げます。開票結果は山田清彦 246 票と

前回の遠藤さんが得票した 323 票に届かず大変残念なも

のでしたが、一方で、六ヶ所村の方々の気持ちが見えて

きた、そんな選挙でした。 

相手から見れば、いよいよ「ラスボス」登場で、完膚

なきまで叩き潰そうと全力を挙げたに違いありません。

しかし結果は、「投票率最低思惑外れ」と地方紙に評さ

れてしまいました。選挙戦では、山田候補に駆け寄って

くる方もおられ、前回との明らかな雰囲気の違いが感じ

られました。泊地区の方々の投票率が村内最低

（48.4％）だったことは象徴的です。戸田氏には入れた

くない、しかし村外からの候補には入れられない、その

結果が数字に表れたように思います。今後、泊の方々を 

    はじめ、積極的に投票に行ってもらえ

るような、地元の方々に信頼感が得

られる取り組みが私たちには必要で

はないでしょうか。引き続き、六ヶ

所再処理工場稼働中止に向け、皆様

のご支援を賜りますようお願い申し

上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六ヶ所村長選挙の意義 
青森県労働組合総連合 議長 奥 村  栄  

私は山田清彦氏が困難を乗り越え、立候補した六ヶ所

村村長選挙の意義を次のように考えます。 

1. 山田氏が立候補しなければ、前回より下回ったとい

え反対票を入れた村内 246人は選挙で反対の意思表示

をすることができなかった。 

2.  山田氏が立候補しなければ、青 

森県民に核燃施設の危険性をマス 

コミを通じて知らせることができ 

なかった。 

3. 山田氏が立候補しなければ、県 

内反原発・反核燃の運動は、その意 

思を鮮明にする絶好の機会を失った。 

4. 山田氏が立候補しなければ、県内そし 

て全国の反原発・反核燃運動の団結・連帯を高める重

要な機会を失った。 

核燃料サイクルからの勇気ある撤退を！ 
青森県平和労組推進会議 議長 阿 部 一 久 

選挙戦大変ご苦労様でした。今回の選挙は、立候補表

明から２カ月と厳しく、「核燃反対」を訴える側の思い

が、時間的余裕もなく、村民に十分に届かなかったの

か。それとも、長年に亘り、核燃マネーに依存し暮らし

が成り立ってきた村民には、「現状」を選択するしか無

かったのか、と考えてしまいます。 

六ヶ所再処理工場は、当初 1997年の完工予定が延期続

きで、未だ完工・稼働の見通しは不透明な状況です。 

また、福島第一原発事故でも明らかになった様に、核

関連技術が確立されていない状況下では、もう核との共

存はあり得ない事がはっきりしました。 

六ヶ所村民、青森県民が未来永劫そ 

の地域で安心安全に暮らしていける、 

その保障を与えるのが県と国の責務 

です。私たちは、今後も諦める事無 

く「核燃料サイクル計画」からの勇気 

ある撤退を国・県はもとより、六ヶ所村 

をはじめ全国に訴えていきましょう。 

六ヶ所村長選挙を終えて 
核燃サイクル阻止１万人訴訟原告団 代表 浅 石 紘 爾 

４年に一度は巡ってくる六ヶ所村長選挙に立候補者を

擁立することは物心両面から大変なことであり、また、

六ヶ所村長選挙で、「核燃反対」「再処理中止」の声を

上げなければ、これまでの村政の在り方を黙認したとみ

なされてしまい、反対の声の受け皿をなくしてしまうこ

とになります。今回の選挙も、核燃反対候補が立候補し

たことで、青森県や六ヶ所村の現状を全国に情報発信で

きたこと、全国の多くの方から応援をしていただいたこ

と、選挙期間中に六ヶ所村内をまわり「再処理工場は危 

険」という声を届けられたことは、これ 

からの県内は勿論のこと全国的にも反 

対運動の絆を強めることができたとい 

う意味において、意義ある闘いであっ 

たと評価しております。「六ヶ所村の 

新しい風」の方々が、ご苦労されて立 

候補者を決め、選挙に臨まれたことに感

謝と敬意を表します。 

 

 

六ヶ所村長選挙を終えて 

社民フォーラム青森 事務局長 原 子 秀 夫 

六ヶ所村長選挙に向けて活動を進めてきた選挙母体の

「六ヶ所村の新しい風」の皆さま方に敬意を表します。  

社民フォーラム青森は、山田清彦氏が村長選挙に立候

補を決意したことを受け、過日開催した第２回総会で山

田氏からの決意表明を受け、選挙戦への支援を確認して

きました。 

選挙結果は、過去最低の投票率、得票数も両氏とも前

回選挙を下回るものでした。これは、核燃料サイクル事

業が実質的に破綻している状況の一方で、六ヶ所村は核

燃料サイクルで存立しているという実態。 

この矛盾する状況が有権者の投票行 

動に反映しているのではと推察して 

います。 

「新しい風」の皆さま方には、引き 

続き県民に核燃料再処理事業の問題点 

を訴え、活動を強化して下さるようご 

期待申し上げます。 

 

白神、三内丸山の次は下北半島で 
青森県議会議員 鹿 内  博  

        白神山地は青秋林道の建設を止めて世 

界自然遺産となり、三内丸山は野球 

場の建設を止めて世界文化遺産にな 

った。青秋林道と野球場の建設を続 

けるよりも止める方が理にかなって 

いたし、止めて良かった。 

今度は下北半島の原子力政策を止め

る番である。世界遺産にする必要はなく、原子力に代わ

る産業を国が総力を挙げてやればできることを福島で証

明している。ただし、事故が発生し、行き場のない核の

ゴミが増えてからでは遅く、直ちにやめるべきだ。 

この青い海と山を子ども達に残したい 

花とハーブの里 代表 菊 川 慶 子 

嵐のような村長選が終わった。私自身は何もせず裏方

に徹しただけなのだが、その中で考えさせられたことは

色々あった。現職の村議会議員全員が推進派であるこ

と、今、原子力施設が原因で体を壊している人たちがい

るのは分かっているはずなのに。 

福島の原発事故以降、村は日本中 

で一番安全な土地になった。でも 

いつまで安全なままでいられるの 

か。再処理工場は経済的に成り立 

たないことは明らかだ。それを指 

摘する勇気のある政治家がいつか六 

ヶ所村に生まれるだろうか。この青い 

海と山を子ども達に残したいと心から思った数ヶ月間。

いつかその夢が叶いますように…。 

山田清彦さん、本当にありがとうございました。 

 



 

 

 

【メッセージ、檄文などを寄せられた方々】 
 ※集約漏れがありましたらご容赦ください 敬称略：アイウエオ順 

青島正晴（横浜市） 

浅石紘爾（核燃サイクル阻止 1 万人訴訟原告団代表） 

阿部一久（青森県平和推進労働組合会議議長） 

あべともこ（衆議院議員） 

余子豊吾男 

イイヅカ 

池内了 

池田洋樹 

市川俊光（日本共産党上十三地区委員長） 

伊藤和子 

今村修（社会民主党青森県連合代表） 

内海洋一（神奈川社民公認） 

大竹進（大竹整形外科） 

太田則之（道民視察団) 

奥村榮（青森県労連議長） 

核燃・だまっちゃおられん津軽の会一同 

核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会 

川口真由美（闘うシンガーソングライター） 

菊川慶子（花とハーブの里代表） 

北上あきひと（兵庫県議会議員） 

北原智史 

木原壮林（若狭の原発を考える会） 

久慈年和（社民フォーラム） 

工藤睦 

久利嘉文 

小池晃（日本共産党書記局長・参議院議員） 

古村一雄（核燃料廃棄物搬入阻止実行委員会） 

再稼働阻止全国ネットワーク 

三枝豪（六ヶ所村の新しい風幹事川崎市在住） 

酒井孝一（原水禁神奈川） 

三陸の海を放射能から守る岩手の会一同 

鹿内博（青森県議会議員） 

芝崎 

渋谷哲一（青森県議会議員） 

瀬尾英幸（北海道泊） 

高橋精巧（さよなら原発神戸アクション共同世話人） 

高橋ちづ子（日本共産党衆議院議員団長） 

田中章子（原発の危険性を考える宝塚の会） 

田名部匡代（参議院議員） 

種市信雄（核燃から漁場を守る会会長） 

中嶌哲演（若狭・小浜から） 

中島まり英（横浜） 

中西綾子 

野村保子（大間とわたしたち・未来につながる会・函館市） 

畑中孝之（日本共産党青森県委員会委員長） 

福島みずほ（社会民主党党首・参議院議員） 

福島みずほかながわ応援団 

堀幸光（市民連合あおもり事務局長） 

毎年六がつ十かに新納屋泉田神社堂に集まる有志一同 

マキノミドリ 

マシオン恵美香（ベクレルフリー北海道） 

升田世喜男（元衆議院議員） 

松下照幸（福井県美浜町議会議員） 

水戸喜世子（高槻市） 

向原祥隆（ストップ川内原発！3.11 鹿児島実行委員会共同代表） 

芳沢あきこ（基地のない平和で豊かな沖縄をめざす会共同代表） 

※資金カンパ分は割愛しました。 
 
 
 

 

全国の多くのみなさまから物心両面でご協力をいただきました。 
カンパ額は前回を上回る 170万円程度を集約しました。厚くお礼申しあげます。 

 今回の選挙では多くの仲間から激 

励、連帯のメッセージや為書、檄 

文などをいただきました。 

右にアイウエオ順に掲載しまし 

た。事務局で把握漏れなどがある 

かもしれませんが、その際はご容赦 

願います。（資金カンパ分については割愛させてい

ただきました。） 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

デーリー東北紙の記事です（６月 19日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
《編集後記に代えて》 

選対本部長代行 三 上 武 志 

1. 今回の選挙情報「やまだ通信」は各党、各団体、支援

者をつなぐ武器として週 1 回の発行をやり切った。大きな

力を発揮できたと自負しています。全面的に発行を支えて

くれた栗橋伸夫さん（フォーラムしもきた）、本当にあり

がとうございました。 

2. 戸田陣営がずいぶん山田候補に危機感を持ち、これま

で以上に必死に闘ってきたことが窺える。しかし、勝ちは

したが得票数は減らし投票率も過去最低となった。これは

負けに等しい結果であり、我々は決して負けてはいない！ 

3. ところで、どうしたら我々が票を大きく伸ばせるのだ

ろう。再処理が危険なことを決して知らない訳ではない、

ましてロシアによる戦争を見て、六ヶ所は危険地帯になる

のでは、という脅威を感じているのではないか。 

4. 求められるのは『原発・核燃にしがみつ 

かなくとも村は生きていける』と村民が思 

えることだ。「縄文文化を考える集い」 

「村の特産品の販売セール」等を村民と共 

に考え、道を拓くための試みをすること。 

このことに挑戦してみてはどうだろう。て 

いねいな総括議論が求められる。 

選挙ウォッチャー「ちだい」さんによる 
六ヶ所村長選挙レポート 

全国の特徴的な選挙を独自の視点で取材している

「ちだい」さんによる今回の六ヶ所村長選のレポート

が無料でホームページ上に公開されています。写真も

満載で、私たちの選挙総括にも有意義なも 

のになると思います。レポート全文をお読 

みになる場合は、こちらからどうぞ。 

ぜひともご一読ください。 

「ちだい」さんのまとめ（抜粋） 

 ……なかなか難しいところはあるのかもしれません

が、愚かな選択をし続けているのが、今の日本なので

す。ですから、何かを学び、知識を持つ者たちからす

ると、とても生きづらい社会が出来上がってしまって

いるのかもしれませんが、それでもコツコツとやれる

ことをやり続け、世の中を変えるための努力を「継

続」しなければならないのだと思います。コツコツや

り続ければ、Ｎ国党だって滅びるのだし、ほんの少し

は変わります。 

 だから、僕はこうした選挙も、けっして無駄に終わ

っているわけではないのではないかと思っています。

明日の日本のために、できることを小さなことからコ

ツコツと積み重ねてまいりましょう。 

 

【過去の六ヶ所村長選挙の結果一覧】 


